
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 12月 1日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 岡   雄 也 

次のとおり通告します。    

発言順位 １ 受領日時 12月 1日 午前・午後 5時 50分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 40 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 重点支援地方交付金の活用と今後 （１）交付金活用における事業選定方針について 

 の展望について （２）交付金の交付限度額と検討状況について 

   

2 松山市のオンライン診療の取組につ （１）診察が開始できるまでの手順や対面受診が必要と判断された場合 

 いて  の対応及び受診できる症状について 

  （２）支払い方法と医療費助成制度の償還払いの取扱いについて 

  （３）申込終了から診察開始までの待ち時間と混雑時の対処について 

   

3 公設児童クラブの基本方針と運営 （１）基本方針と今後の民間委託に係る検討プロセスについて 

 体制の将来像について （２）運営主体の選定基準と質の基準について 

   

4 産業用地確保と国の制度活用につ （１）産業用地確保の必要性と、政策的な位置づけについて 

 いて （２）地域未来投資促進法の活用のメリットと運用の課題について 

  （３）産業拠点形成に必要な課題整理と今後の検討プロセスについて 

   ①現時点で本市が重要と捉える課題は何か。 

   ②今後の手順とスケジュール感をどのように考えているのか。 

   

5 広域観光の推進と松山観光港を中 （１）広域観光における別府市との観光交流都市協定の効果検証と今 

 心とした海上アクセス基盤の強化に  後の位置づけについて 

 ついて （２）海の玄関口としての松山観光港の役割と将来像について 

  （３）小型クルーズ船受入れの意義と、受入環境の充実について 

   

6 学校運営を支える人材の確保につ （１）学習アシスタント等の活動実態と謝礼について 

 いて  ①支援員の活動実態の把握について 

   ②実態に即した謝礼の見直しについて 

  （２）校務員の派遣運用と、市教育委員会の管理体制について 

   ①勤務実態の把握について 

 



 

 松山市議会議員 岡   雄 也 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

   ②評価や課題の共有方法の仕組みづくりについて 

   ③配置換えの判断基準を明確化することについて 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


